
 

一般社団法人街路樹診断協会主催、東京・大阪・福岡の 3 会場で行う国際シンポジウム「世界の

アーバンフォレスト政策と樹木のマネジメント～世界の潮流に学ぶ都市樹木のあるべき姿とリスクマネジ

メント～」、まず東京で開催 （大阪は NPO法人おおさか緑と樹木の診断協会と共催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 5 月 20 日、国際シンポジウム「世界のアーバンフォレスト政策と樹木のマネジメント～世界

の潮流に学ぶ都市樹木のあるべき姿とリスクマネジメント～」を東京ビッグサイト国際会議場で開催し

ました。 

イアン・シアーズ氏（オーストラリア、メルボルン市役所 アーバンフォレスト・グリーンインフラス

トラクチャ担当部長）、トーマス・スマイリー博士（アメリカ、バートレット樹木調査研究所上級研究者、

クレムソン大学客員教授）、飯塚康雄氏（国土交通省国土政策技術総合研究所緑化生態研究室主任研究官）

を講師に招き、加速度的な気候変動やヒートアイランド、都市洪水などに対応していくための対策とし

て打ち立てられたメルボルン市の「アーバンフォレスト政策」や樹木リスクの分類、剪定によるリスクの

低減方法など、たくさんの実証データを交えた講演が行われました。  

シアーズ氏より都市部を覆うように緑を広げていくための都市樹木の今後の展開、若木の育成、都市樹

木の管理方法について、スマイリー博士からは倒木の危険に耐えられるための土壌管理、剪定技術など、

より実践に近い研究結果の話を伺い、さらに、飯塚氏からは日本の都市樹木が直面している問題と、それ

らを解決するための保全・樹木更新・地域との連携を基本とした、再生のための解決技術についての話を
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伺いました。   

また、今後の都市樹木について、データベース化して管理・運用していくことの必要性を 3 氏それぞ

れから説明がありました。 

 

そして講演後のトークセッションでは、講師のほか、2 人のパネリストにも登壇していただき、参加者

から寄せられた質問を中心に、根上がり対策のための植栽基盤の保護方法や台風などの強風対策のため

の剪定方法、落ち葉対策など、現場での課題に対する具体的な解決策について海外の事例も紹介される

など、参加者に身近な話題で盛り上がりました。 

 

この国際シンポジウムは 22 日に福岡、24 日には大阪でも行われます。 

 

詳細はホームページ URL へ。  http://www.gaishin.com/symposium2019/  


